
(57)【要約】

【課題】冷凍サイクルの始動時、停止開始時においても

ハンチング現象による騒音が発生せず、構造が簡単で、

弁開閉動作の信頼性、耐久性に優れたリリーフ弁を提供

する。

【解決手段】反転板が、弁室内に流入する流体圧力に感

応して、スローアクション式に動作するばね性を有する

反転板であり、弁室内に流入する流体圧力が所定値以下

の場合には、反転板が弁座部の側に動作し弁座部に当接

して、リリーフ弁ポートを塞いで弁閉状態になり、弁室

内に流入する流体圧力が所定値以上の場合には、反転板

が弁座部より遠ざかる側に動作し弁座部より離間し始め

て、リリーフ弁ポートが開き始めて弁開状態が開始され

、弁室内に流入する流体圧力が所定値に達すると、反転

板が弁座部より遠ざかる側に動作し弁座部より完全に離

間して、リリーフ弁ポートが開き弁全開状態となるよう

に構成されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
弁 本 体 に 形 成 さ れ た 弁 室 と 、
前 記 弁 室 に 形 成 さ れ た 弁 座 部 と 、
前 記 弁 本 体 の 弁 座 部 に 形 成 さ れ た リ リ ー フ 弁 ポ ー ト と 、
前 記 弁 座 部 に 対 峙 す る よ う に 前 記 弁 本 体 の 弁 室 内 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 弁 室 内 に 流
入 す る 流 体 圧 力 に 応 じ て 、 前 記 弁 座 に 対 し て 離 接 す る 方 向 に 動 作 す る こ と に よ っ て 、 前 記
弁 座 部 に 対 し て 離 接 し て 弁 開 度 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ た 反 転 板 と を 備 え た リ リ ー フ 弁
で あ っ て 、
前 記 反 転 板 が 、 前 記 弁 室 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 に 感 応 し て 、 ス ロ ー ア ク シ ョ ン 式 に 動 作 す
る ば ね 性 を 有 す る 反 転 板 で あ り 、
前 記 弁 室 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 が 所 定 値 以 下 の 場 合 に は 、 前 記 反 転 板 が 弁 座 部 の 側 に 動 作
し 弁 座 部 に 当 接 し て 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト を 塞 い で 弁 閉 状 態 に な り 、
前 記 弁 室 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 が 所 定 値 以 上 の 場 合 に は 、 前 記 反 転 板 が 弁 座 部 よ り 遠 ざ か
る 側 に 動 作 し 弁 座 部 よ り 離 間 し 始 め て 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト が 開 き 始 め て 弁 開 状 態 が 開 始 さ
れ 、
前 記 弁 室 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 が 所 定 値 に 達 す る と 、 前 記 反 転 板 が 弁 座 部 よ り 遠 ざ か る 側
に 動 作 し 弁 座 部 よ り 完 全 に 離 間 し て 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト が 開 き 弁 全 開 状 態 と な る よ う に 構
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る リ リ ー フ 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト の 口 径 が 、 φ １ ｍ ｍ ～ φ ３ ｍ ｍ の 範 囲 で あ り 、
前 記 反 転 板 が 弁 座 よ り 離 間 し 始 め る 所 定 圧 が １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 、
前 記 反 転 板 が 弁 全 開 状 態 と な る 所 定 圧 が １ ５ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の リ リ ー フ 弁 。
【 請 求 項 ３ 】
冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 放 熱 器 の 出 口 側 と 蒸 発 器 の 入 口 側 と の 間 に 配 設 さ れ 、 放 熱 器 の 出 口 側
の 圧 力 ・ 温 度 に 感 応 し て 、 放 熱 器 と 蒸 発 器 と の 連 通 度 を 制 御 し て 放 熱 器 の 出 口 側 の 圧 力 制
御 を 行 う リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 で あ っ て 、
請 求 項 １ に 記 載 の リ リ ー フ 弁 の 弁 本 体 が 、 高 圧 制 御 弁 の 弁 本 体 と 同 一 の 弁 本 体 か ら 構 成 さ
れ て 一 体 化 さ れ る よ う に リ リ ー フ 弁 が 配 置 さ れ る と と も に 、
前 記 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト と 高 圧 制 御 弁 の 高 圧 制 御 用 弁 ポ ー ト と が 、 冷 媒 流 れ で 見 て 弁 本 体 に
互 い に 並 列 の 関 係 と な る よ う に 、 リ リ ー フ 弁 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る リ リ ー フ
弁 付 き 高 圧 制 御 弁 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト の 口 径 が 、 φ １ ｍ ｍ ～ φ ３ ｍ ｍ の 範 囲 で あ り 、
前 記 反 転 板 が 弁 座 よ り 離 間 し 始 め る 所 定 圧 が １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 、
前 記 反 転 板 が 弁 全 開 状 態 と な る 所 定 圧 が １ ５ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
に 記 載 の リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 。
【 請 求 項 ５ 】
冷 媒 が 圧 縮 機 と 放 熱 器 と 蒸 発 器 と を 順 に 循 環 す る よ う に 構 成 さ れ る と と も に 、
前 記 放 熱 器 よ り 蒸 発 器 へ 至 る 冷 媒 通 路 に 、 放 熱 器 の 出 口 側 の 冷 媒 の 圧 力 ・ 温 度 に 感 応 し て
、 放 熱 器 と 蒸 発 器 と の 連 通 度 を 制 御 し 、 放 熱 器 出 口 側 の 圧 力 制 御 を 行 う 高 圧 制 御 弁 を 配 設
し た 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 で あ っ て 、
前 記 放 熱 器 よ り 蒸 発 器 へ 至 る 冷 媒 通 路 に 、 前 記 高 圧 制 御 弁 と 並 列 に 、 請 求 項 １ に 記 載 の リ
リ ー フ 弁 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
冷 媒 が 圧 縮 機 と 放 熱 器 と 蒸 発 器 と を 順 に 循 環 す る よ う に 構 成 さ れ る と と も に 、
前 記 放 熱 器 よ り 蒸 発 器 へ 至 る 冷 媒 通 路 に 、 放 熱 器 の 出 口 側 の 冷 媒 の 圧 力 ・ 温 度 に 感 応 し て
、 放 熱 器 と 蒸 発 器 と の 連 通 度 を 制 御 し 、 放 熱 器 出 口 側 の 圧 力 制 御 を 行 う 高 圧 制 御 弁 を 配 設
し た 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 で あ っ て 、
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前 記 高 圧 制 御 弁 が 、 請 求 項 ２ に 記 載 の リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 で あ る こ と を 特 徴 と す る
冷 凍 サ イ ク ル 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト の 口 径 が 、 φ １ ｍ ｍ ～ φ ３ ｍ ｍ の 範 囲 で あ り 、
前 記 反 転 板 が 弁 座 よ り 離 間 し 始 め る 所 定 圧 が １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 、
前 記 反 転 板 が 弁 全 開 状 態 と な る 所 定 圧 が １ ５ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 等 の 流 体 流 路 に お い て 使 用 さ れ る リ リ ー フ 弁 、 お よ び 冷 凍 サ
イ ク ル 装 置 に お い て 用 い て 好 適 な リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 、 な ら び に 冷 凍 サ イ ク ル 装 置
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
昨 今 、 オ ゾ ン を 破 壊 し て 地 球 環 境 汚 染 を き た す お そ れ の あ る フ ロ ン ガ ス に 代 わ っ て 、 冷 凍
サ イ ク ル の 冷 媒 と し て 、 炭 酸 ガ ス （ Ｃ Ｏ ２ ） 等 の 冷 媒 を 超 臨 界 域 で 使 用 す る 超 臨 界 蒸 気 圧
縮 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 が 開 発 さ れ て い る 。
こ の よ う な 超 臨 界 蒸 気 圧 縮 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 で は 、 放 熱 器 の 出 口 側 の 冷 媒 の 圧 力 と 温 度 と
が 最 適 制 御 線 に 沿 う よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の た め 、 特 開 平 ９ － ２ ６ ４ ６ ２ ２ 号 公 報 に 示 さ れ て い る よ う に 、 冷 媒 封 入 の ダ イ ヤ フ ラ
ム 室 の 内 圧 と 放 熱 器 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 と の 平 衡 関 係 に よ り 動 作 す る 高 圧 制 御 弁 を 放 熱 器 よ
り 蒸 発 器 へ 至 る 冷 媒 通 路 の 途 中 に 設 け 、 こ の 高 圧 制 御 弁 に よ っ て 放 熱 器 の 出 口 側 の 冷 媒 の
圧 力 制 御 を 行 う よ う に 構 成 さ れ た 超 臨 界 蒸 気 圧 縮 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 こ の よ う な 超 臨 界 蒸 気 圧 縮 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 を 車 載 用 空 気 調 和 装 置 に 用 い た 場
合 、 車 載 用 空 気 調 和 装 置 に お い て 、 真 夏 な ど の 高 外 気 温 時 に 空 気 調 和 装 置 が 停 止 し て い る
と 、 外 気 温 の 影 響 に よ っ て 、 高 圧 制 御 弁 の ダ イ ヤ フ ラ ム 室 内 圧 が 高 く な っ て し ま う 。
従 っ て 、 こ の 状 態 で 車 載 用 空 気 調 和 装 置 を 始 動 し た 場 合 、 外 気 温 度 相 当 圧 力 以 上 に な ら な
い と 、 高 圧 制 御 弁 が 開 弁 せ ず 、 高 圧 側 の 耐 圧 を 超 え る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の た め 、 特 開 平 １ １ － １ ３ ２ ６ ０ ２ 号 公 報 に は 、 高 圧 制 御 弁 と 並 列 に リ リ ー フ 弁 を 設 け
、 放 熱 器 の 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 が 異 常 上 昇 し よ う と し た 時 に は 、 リ リ ー フ 弁 の 開 弁 に よ り 放
熱 器 の 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 の 異 常 上 昇 を 抑 え る よ う に 構 成 す る こ と が 開 示 さ れ て い る 。
そ し て 、 こ の た め に 、 構 造 が 簡 単 で 、 弁 開 閉 動 作 の 信 頼 性 、 耐 久 性 に 優 れ た リ リ ー フ 弁 と
し て 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ７ １ ０ ３ ７ 号 公 報 に は 、 図 ９ に 示 し た よ う に 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト ２
１ ７ お よ び リ リ ー フ 弁 ポ ー ト ２ １ ７ の 周 り に 設 け ら れ た 弁 座 部 ２ １ ８ と を 具 備 し た 弁 本 体
２ １ １ と 、 弁 本 体 ２ １ １ に 取 り 付 け ら れ て 板 面 に 作 用 す る 圧 力 に 感 応 し ス ナ ッ プ ア ク シ ョ
ン 式 に 反 転 動 作 す る ば ね 性 を 有 す る 反 転 板 ２ ２ ３ と を 設 け た リ リ ー フ 弁 ２ １ ０ が 提 案 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の リ リ ー フ 弁 の 反 転 板 ２ ２ ３ は 、 図 １ ０ に 示 し た よ う に 、 感 知 圧 力 が 所 定 値 ｐ １ 以 下 の
場 合 に は 、 弁 座 部 ２ １ ８ の 側 に 反 転 板 ２ ２ ３ が 反 転 し て 、 弁 座 部 ２ １ ８ に 当 接 し て 、 リ リ
ー フ 弁 ポ ー ト ２ １ ７ を 塞 ぎ 、 弁 閉 状 態 と な る 。 一 方 、 感 知 圧 力 が 所 定 値 ｐ ２ 以 上 の 場 合 に
は 、 弁 座 部 ２ １ ８ よ り 遠 ざ か る 側 に 反 転 板 ２ ２ ３ が 反 転 し て 、 弁 座 部 ２ １ ８ よ り 離 間 し 、
リ リ ー フ 弁 ポ ー ト ２ １ ７ を 開 放 し て 、 弁 開 状 態 に な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 前 述 し た 特 開 ２ ０ ０ ２ － ７ １ ０ ３ ７ 号 公 報 に 開 示 さ れ た よ う な リ リ ー フ 弁 ２ １
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０ で は 、 図 １ １ に 示 し た よ う に 、 例 え ば 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 始 動 開 始 時 に お い て 、 放 熱
器 の 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 が 、 弁 開 圧 力 ｐ ２ に 達 し た 際 に 、 弁 座 部 ２ １ ８ よ り 遠 ざ か る 側 に 反
転 板 ２ ２ ３ が 反 転 し て 、 弁 座 部 ２ １ ８ よ り 離 間 し 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト ２ １ ７ を 開 放 し て 、
弁 開 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し か し な が ら 、 冷 凍 サ イ ク ル の 始 動 時 に は 、 供 給 流 量 が 少 な く 、 リ リ ー フ 弁 ２ １ ０ に よ っ
て 放 出 さ れ る 流 量 が 多 い の で 、 放 熱 器 の 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 が た だ ち に 低 下 し て 、 弁 閉 圧 力
ｐ １ に 低 下 す る こ と に な る 。 従 っ て 、 反 転 板 ２ ２ ３ が す ぐ に 弁 座 部 ２ １ ８ の 側 に 反 転 板 ２
２ ３ が 反 転 し て 、 直 接 に 弁 座 部 ２ １ ８ に 当 接 し て 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト ２ １ ７ を 塞 ぎ 、 弁 閉
状 態 と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ し て 、 こ の 弁 閉 状 態 に よ っ て 、 す ぐ に 放 熱 器 の 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 が 上 昇 し て 、 再 び 弁 開
状 態 と な っ て し ま う 。
こ の よ う な 現 象 が 、 供 給 流 量 が 所 定 の 流 量 ｆ １ に 達 す る ま で 繰 り 返 し 発 生 す る こ と に な る
（ 図 １ １ の ａ 参 照 ） 。 こ の よ う な 現 象 が い わ ゆ る ハ ン チ ン グ 現 象 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 こ の よ う な ハ ン チ ン グ 現 象 は 、 冷 凍 サ イ ク ル の 停 止 開 始 時 に お い て も 同 様 に 発 生 す
る こ と に な る 。 す な わ ち 、 冷 凍 サ イ ク ル の 停 止 開 始 時 に は 、 供 給 流 量 が 多 い た め 、 弁 閉 後
に す ぐ に 圧 力 が 上 昇 し て 、 す ぐ に 反 転 板 ２ ２ ３ が 反 転 し て 弁 開 状 態 と な る た め 、 弁 閉 、 弁
開 が 繰 り 返 し 行 わ れ る こ と に な る 。
こ の よ う な ハ ン チ ン グ 現 象 が 発 生 す る と 、 弁 の 繰 り 返 し の 開 閉 作 動 に よ っ て 、 騒 音 が 発 生
す る こ と に な っ て い た 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 こ の よ う な ス ナ ッ プ ア ク シ ョ ン 式 に 反 転 動 作 す る ば ね 性 を 有 す る 反 転 板 ２ ２ ３ で
は 、 急 激 に 反 転 が 行 わ れ る の で 、 反 転 時 に お い て ど う し て も 作 動 に よ る 騒 音 が 発 生 す る こ
と に も な る 。
本 発 明 は 、 こ の よ う な 現 状 に 鑑 み 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 等 の 流 体 流 路 に お い て 使 用 で き 、 冷
凍 サ イ ク ル の 始 動 時 、 停 止 開 始 時 に お い て も ハ ン チ ン グ 現 象 に よ る 騒 音 が 発 生 せ ず 、 し か
も 、 構 造 が 簡 単 で 、 弁 開 閉 動 作 の 信 頼 性 、 耐 久 性 に 優 れ た リ リ ー フ 弁 、 お よ び 冷 凍 サ イ ク
ル 装 置 に お い て 用 い て 好 適 な リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 、 な ら び に 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 前 述 し た よ う な 従 来 技 術 に お け る 課 題 及 び 目 的 を 達 成 す る た め に 発 明 な さ れ た
も の で あ っ て 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 は 、 弁 本 体 に 形 成 さ れ た 弁 室 と 、
前 記 弁 室 に 形 成 さ れ た 弁 座 部 と 、
前 記 弁 本 体 の 弁 座 部 に 形 成 さ れ た リ リ ー フ 弁 ポ ー ト と 、
前 記 弁 座 部 に 対 峙 す る よ う に 前 記 弁 本 体 の 弁 室 内 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 弁 室 内 に 流
入 す る 流 体 圧 力 に 応 じ て 、 前 記 弁 座 に 対 し て 離 接 す る 方 向 に 動 作 す る こ と に よ っ て 、 前 記
弁 座 部 に 対 し て 離 接 し て 弁 開 度 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ た 反 転 板 と を 備 え た リ リ ー フ 弁
で あ っ て 、
前 記 反 転 板 が 、 前 記 弁 室 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 に 感 応 し て 、 ス ロ ー ア ク シ ョ ン 式 に 動 作 す
る ば ね 性 を 有 す る 反 転 板 で あ り 、
前 記 弁 室 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 が 所 定 値 以 下 の 場 合 に は 、 前 記 反 転 板 が 弁 座 部 の 側 に 動 作
し 弁 座 部 に 当 接 し て 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト を 塞 い で 弁 閉 状 態 に な り 、
前 記 弁 室 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 が 所 定 値 以 上 の 場 合 に は 、 前 記 反 転 板 が 弁 座 部 よ り 遠 ざ か
る 側 に 動 作 し 弁 座 部 よ り 離 間 し 始 め て 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト が 開 き 始 め て 弁 開 状 態 が 開 始 さ
れ 、
前 記 弁 室 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 が 所 定 値 に 達 す る と 、 前 記 反 転 板 が 弁 座 部 よ り 遠 ざ か る 側
に 動 作 し 弁 座 部 よ り 完 全 に 離 間 し て 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト が 開 き 弁 全 開 状 態 と な る よ う に 構
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成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 反 転 板 が ス ロ ー ア ク シ ョ ン 式 に 動 作 す る ば ね 性 を 有 す
る 反 転 板 で あ る の で 、 例 え ば 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 始 動 開 始 時 に お い て 、 流 体 圧 力 が 所 定
値 以 上 に 達 し て 弁 開 状 態 に な っ た 場 合 、 す ぐ に 弁 が 全 開 状 態 に な る の で は な く 、 流 体 圧 力
の 上 昇 に 応 じ て 弁 開 度 が 徐 々 に 上 昇 し て 、 流 体 圧 力 が 所 定 値 に 達 し た 際 に 、 弁 が 全 開 状 態
に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
従 っ て 、 こ の よ う な 弁 開 時 の 弁 開 度 が 小 さ く 、 す ぐ に 圧 力 が 低 下 す る こ と が な い の で 、 た
だ ち に 弁 閉 状 態 と な る こ と が な い 。
ま た 、 弁 開 状 態 か ら 弁 閉 状 態 に 移 行 す る 場 合 に も 、 弁 開 度 が 徐 々 に 低 下 す る の で 、 急 激 に
流 量 が 低 下 し て 圧 力 が 上 昇 す る こ と が な い の で 、 す ぐ に 弁 開 状 態 と な る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
従 っ て 、 冷 凍 サ イ ク ル の 始 動 時 、 停 止 開 始 時 に お い て も 、 従 来 の ス ナ ッ プ ア ッ ク 形 式 の リ
リ ー フ 弁 の よ う に 、 ハ ン チ ン グ 現 象 に よ る 騒 音 が 発 生 せ ず 、 し か も 、 構 造 が 簡 単 で 、 弁 開
閉 動 作 の 信 頼 性 、 耐 久 性 に 優 れ て い る 。
ま た 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 は 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 放 熱 器 の 出 口 側 と 蒸 発
器 の 入 口 側 と の 間 に 配 設 さ れ 、 放 熱 器 の 出 口 側 の 圧 力 ・ 温 度 に 感 応 し て 、 放 熱 器 と 蒸 発 器
と の 連 通 度 を 制 御 し て 放 熱 器 の 出 口 側 の 圧 力 制 御 を 行 う リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 で あ っ
て 、
前 述 に 記 載 の リ リ ー フ 弁 の 弁 本 体 が 、 高 圧 制 御 弁 の 弁 本 体 と 同 一 の 弁 本 体 か ら 構 成 さ れ て
一 体 化 さ れ る よ う に リ リ ー フ 弁 が 配 置 さ れ る と と も に 、
前 記 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト と 高 圧 制 御 弁 の 高 圧 制 御 用 弁 ポ ー ト と が 、 冷 媒 流 れ で 見 て 弁 本 体 に
互 い に 並 列 の 関 係 と な る よ う に 、 リ リ ー フ 弁 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 前 述 し た よ う な リ リ ー フ 弁 と 高 圧 制 御 弁 と の コ ン パ ク
ト な 複 合 弁 が 得 ら れ 、 し か も 、 冷 凍 サ イ ク ル の 始 動 時 、 停 止 開 始 時 に お い て も ハ ン チ ン グ
現 象 に よ る 騒 音 が 発 生 せ ず 、 さ ら に 、 構 造 が 簡 単 で 、 弁 開 閉 動 作 の 信 頼 性 、 耐 久 性 に 優 れ
た リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 は 、 冷 媒 が 圧 縮 機 と 放 熱 器 と 蒸 発 器 と を 順 に 循 環 す る よ
う に 構 成 さ れ る と と も に 、
前 記 放 熱 器 よ り 蒸 発 器 へ 至 る 冷 媒 通 路 に 、 放 熱 器 の 出 口 側 の 冷 媒 の 圧 力 ・ 温 度 に 感 応 し て
、 放 熱 器 と 蒸 発 器 と の 連 通 度 を 制 御 し 、 放 熱 器 出 口 側 の 圧 力 制 御 を 行 う 高 圧 制 御 弁 を 配 設
し た 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 で あ っ て 、
前 記 放 熱 器 よ り 蒸 発 器 へ 至 る 冷 媒 通 路 に 、 前 記 高 圧 制 御 弁 と 並 列 に 、 前 述 に 記 載 の リ リ ー
フ 弁 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 前 述 に 記 載 の リ リ ー フ 弁 を 用 い た 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 が
得 ら れ 、 こ れ に よ っ て 、 冷 凍 サ イ ク ル の 始 動 時 、 停 止 開 始 時 に お い て も ハ ン チ ン グ 現 象 に
よ る 騒 音 が 発 生 せ ず 、 し か も 、 構 造 が 簡 単 で 、 弁 開 閉 動 作 の 信 頼 性 、 耐 久 性 に 優 れ た 冷 凍
サ イ ク ル 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
ま た 、 本 発 明 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 は 、 冷 媒 が 圧 縮 機 と 放 熱 器 と 蒸 発 器 と を 順 に 循 環 す る よ
う に 構 成 さ れ る と と も に 、
前 記 放 熱 器 よ り 蒸 発 器 へ 至 る 冷 媒 通 路 に 、 放 熱 器 の 出 口 側 の 冷 媒 の 圧 力 ・ 温 度 に 感 応 し て
、 放 熱 器 と 蒸 発 器 と の 連 通 度 を 制 御 し 、 放 熱 器 出 口 側 の 圧 力 制 御 を 行 う 高 圧 制 御 弁 を 配 設
し た 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 で あ っ て 、
前 記 高 圧 制 御 弁 が 、 前 述 に 記 載 の リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 前 述 し た よ う な リ リ ー フ 弁 と 高 圧 制 御 弁 と の コ ン パ ク
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ト な 複 合 弁 を 用 い た コ ン パ ク ト な 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 が 得 ら れ 、 こ れ に よ っ て 、 冷 凍 サ イ ク
ル の 始 動 時 、 停 止 開 始 時 に お い て も ハ ン チ ン グ 現 象 に よ る 騒 音 が 発 生 せ ず 、 し か も 、 構 造
が 簡 単 で 、 弁 開 閉 動 作 の 信 頼 性 、 耐 久 性 に 優 れ た 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 を 提 供 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 （ 実 施 例 ） を 図 面 に 基 づ い て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本
発 明 の リ リ ー フ 弁 の 実 施 例 の 弁 閉 状 態 を 示 す 断 面 図 、 図 ２ は 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 の 実 施
例 の 弁 開 状 態 を 示 す 図 １ と 同 様 な 断 面 図 、 図 ３ は 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 の 実 施 例 の 作 動 状
態 を 示 す 圧 力 と 流 量 の 関 係 を 示 す グ ラ フ 、 図 ４ は 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 の 実 施 例 の 冷 凍 サ
イ ク ル 装 置 の 始 動 開 始 時 の 状 態 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ に お い て 、 １ ０ は 、 全 体 で 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 を 示 し て い る 。
リ リ ー フ 弁 １ ０ は 、 弁 本 体 １ １ を 備 え て お り 、 こ の 弁 本 体 １ １ に は 、 入 口 継 手 １ ２ が 取 り
付 け ら れ た 入 口 ポ ー ト １ ３ と 、 出 口 継 手 １ ４ が 取 り 付 け ら れ た 出 口 ポ ー ト １ ５ と を 備 え て
い る 。 こ れ ら の 入 口 ポ ー ト １ ３ と 出 口 ポ ー ト １ ５ と の 間 に は 、 弁 本 体 １ １ に 弁 室 １ ６ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ し て 、 こ の 出 口 ポ ー ト １ ５ に は 、 弁 座 部 １ ８ が 装 着 さ れ て お り 、 こ の 弁 座 部 １ ８ と 出 口
ポ ー ト １ ５ と の 間 は 、 Ｏ リ ン グ ２ ２ に よ っ て 弁 室 １ ６ の シ ー ル が 行 わ れ て い る 。 ま た 、 こ
の 弁 座 部 １ ８ に は 、 そ の 内 側 に 、 弁 室 １ ６ と 出 口 ポ ー ト １ ５ と を 連 通 す る リ リ ー フ 弁 ポ ー
ト １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
一 方 、 弁 室 １ ６ は 、 ス ト ッ パ 押 え 部 材 １ ９ と 、 こ の ス ト ッ パ 押 え 部 材 １ ９ と も に 弁 本 体 １
１ に か し め 固 定 さ れ た 反 転 板 組 立 体 ２ ０ と に よ っ て 閉 じ ら れ 、 Ｏ リ ン グ ２ １ に よ っ て 弁 室
１ ６ の シ ー ル が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 反 転 板 組 立 体 ２ ０ は 、 通 気 孔 付 き の ス ト ッ パ 部 材 ２ ５ と 複 数 の 反 転 板 ２ ３ と 円 環 状 の
キ ャ ッ プ 部 材 ２ ４ を 重 ね て 外 周 部 を 溶 接 固 定 し た も の よ り 成 っ て い る 。
ま た 、 反 転 板 ２ ３ は 、 中 央 部 に お い て リ リ ー フ 弁 ポ ー ト １ ７ と 弁 座 部 １ ８ に 対 峙 す る よ う
に 配 置 さ れ て い る 。 弁 座 部 １ ８ は 、 弁 室 １ ６ の 底 部 １ ６ ａ よ り 反 転 板 ２ ３ の 側 に 突 出 形 成
さ れ た 切 頭 円 錐 形 部 １ ８ ｂ の 円 環 状 の 頂 面 か ら な る 弁 座 １ ８ ａ を 備 え て い る 。 こ の 弁 座 １
８ ａ は 、 弁 室 １ ６ の 底 部 １ ６ ａ よ り 反 転 板 ２ ３ の 側 に 位 置 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
さ ら に 、 弁 室 １ ６ は 、 弁 本 体 １ １ に 形 成 さ れ た 内 部 通 路 ２ ６ に よ っ て 入 力 ポ ー ト １ ３ に 連
通 し 、 入 力 ポ ー ト １ ３ の 圧 力 （ 一 次 圧 力 ） が 及 ぼ さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 リ リ ー
フ 弁 ポ ー ト １ ７ は 、 出 口 ポ ー ト １ ５ と 連 通 し て お り 、 反 転 板 ２ ３ が リ リ ー フ 弁 ポ ー ト １ ７
と 対 峙 す る 部 分 に は 、 出 力 ポ ー ト １ ５ の 圧 力 （ 二 次 圧 力 ） が 及 ぼ さ れ る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 こ の 反 転 板 ２ ３ は 、 弁 室 １ ６ 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 に 感 応 し て 、 す な わ ち 、 反 転 板
２ ３ の 板 面 に 作 用 す る 圧 力 に 感 応 し て 、 ス ロ ー ア ク シ ョ ン 式 に 動 作 す る ば ね 性 を 有 す る も
の で あ る 。
す な わ ち 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 反 転 板 ２ ３ は 、 弁 室 １ ６ 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 が 所 定 値
Ｐ １ 以 下 の 場 合 に は 、 反 転 板 ２ ３ が 弁 座 部 １ ８ の 側 に 有 り 、 弁 座 部 １ ８ の 弁 座 １ ８ ａ に 当
接 し て 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト １ ７ を 塞 い で 弁 閉 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 弁 室 １ ６ 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 が 所 定 値 Ｐ １ 以 上 の 場 合 に は 、 反 転 板 ２ ３ が 弁 座 部
１ ８ よ り 遠 ざ か る 側 に 動 作 し 弁 座 部 １ ８ の 弁 座 １ ８ ａ よ り 離 間 し 始 め て 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー
ト １ ７ が 開 き 始 め て 弁 開 状 態 が 開 始 さ れ る 。
そ し て 、 弁 室 １ ６ 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 が 所 定 値 Ｐ １ よ り 上 昇 す る に つ れ て 、 弁 開 度 が 徐
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々 に 上 昇 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 、 弁 室 １ ６ 内 に 流 入 す る 流 体 圧 力 が 所 定 値 Ｐ ２ に 達 す る と 、 反 転 板 ２ ３ が 弁 座 部 １
８ の 弁 座 １ ８ ａ よ り 遠 ざ か る 側 に 動 作 し 、 弁 座 部 １ ８ の 弁 座 １ ８ ａ よ り 完 全 に 離 間 し て 、
リ リ ー フ 弁 ポ ー ト １ ７ が 開 き 弁 全 開 状 態 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
な お 、 反 転 板 ２ ３ は 、 弁 座 部 １ ８ の 側 に 動 作 し て 弁 座 部 １ ８ の 弁 座 １ ８ ａ に 当 接 し て リ リ
ー フ 弁 ポ ー ト １ ７ を 塞 い で い る 状 態 、 す な わ ち 、 弁 閉 状 態 に お い て 開 弁 側 の 予 変 形 を 与 え
ら れ 、 そ の 反 力 に よ っ て 弁 座 部 １ ８ に 押 し 付 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 高 度 な 弁 締 め 切
り 性 が 得 ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
す な わ ち 、 こ の 状 態 は 、 閉 弁 側 に 変 形 し た 自 由 状 態 の 反 転 板 ２ ３ を 、 弁 本 体 １ １ に 対 し て
か し め 固 定 す る 時 に 、 反 転 板 ２ ３ が 弁 座 部 １ ８ に 押 し 付 け ら れ て 、 反 転 板 ２ ３ が ス ロ ー ア
ク シ ョ ン 限 界 内 で 開 弁 側 に 少 し 変 形 す る よ う に 取 り 付 け る こ と に よ り 得 ら れ る 。 す な わ ち
、 切 頭 円 錐 形 部 １ ８ ｂ が な い 場 合 、 閉 弁 側 に 変 形 し た 自 由 状 態 の 反 転 板 ２ ３ の 中 央 部 が 、
切 頭 円 錐 形 部 １ ８ ｂ に よ る 弁 座 部 １ ８ の 弁 座 １ ８ ａ の 高 さ 位 置 よ り も 、 弁 室 １ ６ の 底 部 １
６ ａ の 側 に 位 置 す る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ る リ リ ー フ 弁 １ ０ は 、 反 転 板 ２ ３ が ス ロ ー ア ク シ ョ ン 式 に 動 作 す る ば
ね 性 を 有 す る 反 転 板 で あ る の で 、 例 え ば 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 始 動 開 始 時 に お い て 、 図 ３
に 示 し た よ う に 、 流 体 圧 力 が 所 定 値 Ｐ １ 以 上 に 達 し て 弁 開 状 態 に な っ た 場 合 、 す ぐ に 弁 が
全 開 状 態 に な る の で は な く 、 流 体 圧 力 の 上 昇 に 応 じ て 弁 開 度 が 徐 々 に 上 昇 し て 、 図 ４ に 示
し た よ う に 、 流 体 圧 力 が 所 定 値 Ｐ ２ に 達 し た 際 に 、 弁 が 弁 開 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 こ の 場 合 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト １ ７ の 口 径 と し て は 、 φ １ ｍ ｍ ～ φ ３ ｍ ｍ の 範 囲 で あ
り 、 反 転 板 ２ ３ が 弁 座 １ ８ ａ よ り 離 間 し 始 め る 所 定 圧 Ｐ １ が １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ り 、 反 転
板 ２ ３ が 弁 全 開 状 態 と な る 所 定 圧 Ｐ ２ が １ ５ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る の が 望 ま し い 。
従 っ て 、 こ の よ う な 弁 開 時 の 弁 開 度 が 小 さ く 、 す ぐ に 圧 力 が 低 下 す る こ と が な い の で 、 た
だ ち に 弁 閉 状 態 と な る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 弁 開 状 態 か ら 弁 閉 状 態 に 移 行 す る 場 合 に も 、 弁 開 度 が 徐 々 に 低 下 す る の で 、 急 激 に
流 量 が 低 下 し て 圧 力 が 上 昇 す る こ と が な い の で 、 す ぐ に 弁 開 状 態 と な る こ と が な い 。
従 っ て 、 冷 凍 サ イ ク ル の 始 動 時 、 停 止 開 始 時 に お い て も 、 従 来 の ス ナ ッ プ ア ク シ ョ ン 形 式
の リ リ ー フ 弁 の よ う な 、 図 １ １ に 示 し た よ う な ハ ン チ ン グ 現 象 に よ る 騒 音 が 発 生 せ ず 、 し
か も 、 構 造 が 簡 単 で 、 弁 開 閉 動 作 の 信 頼 性 、 耐 久 性 に 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 を 適 用 し た 本 発 明 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 実 施 例 の 概 略 図 で あ
る 。
こ の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 は 、 上 述 し た 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 を 、 例 え ば 、 炭 酸 ガ ス （ Ｃ Ｏ ２ ）
な ど の 超 臨 界 蒸 気 圧 冷 凍 サ イ ク ル に 適 用 し た 実 施 例 を 示 し て い る 。
こ の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 圧 縮 機 １ ０ ０ と 、 放 熱 器 （ ガ ス ク ー ラ ）
１ ０ １ と 、 高 圧 制 御 弁 １ ０ ２ と 、 蒸 発 器 １ ０ ３ と 、 ア キ ュ ー ム レ ー タ １ ０ ４ と を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
そ し て 、 こ れ ら が 冷 媒 通 路 （ 配 管 ） １ ０ ５ 、 １ ０ ６ 、 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ 、 １ ０ ９ に よ っ て 閉
ル ー プ 状 に 連 通 接 続 さ れ 、 こ の 閉 ル ー プ を 、 例 え ば 、 炭 酸 ガ ス （ Ｃ Ｏ ２ 　 ） 等 に よ る 冷 媒
が 循 環 す る よ う に な っ て い る 。
そ し て 、 冷 媒 流 れ で 見 て 、 高 圧 制 御 弁 １ ０ ２ と 並 列 に 、 上 述 し た 構 成 に よ る リ リ ー フ 弁 １
０ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 リ リ ー フ 弁 １ ０ の 入 力 ポ ー ト １ ３ に は 放 熱 器 １ ０ １ の
出 口 側 の 冷 媒 圧 力 が 及 ぼ さ れ 、 出 口 ポ ー ト １ ５ に は 蒸 発 器 １ ０ ３ の 入 口 側 の 冷 媒 圧 力 を 及
ぼ さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 リ リ ー フ 弁 １ ０ は 、 放 熱 器 １ ０ １ の 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 を 一
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次 圧 力 、 蒸 発 器 １ ０ ３ の 入 口 側 の 冷 媒 圧 力 を 二 次 圧 力 と し て 及 ぼ さ れ て 動 作 す る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ れ に よ り 、 放 熱 器 １ ０ １ の 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 が 異 常 上 昇 し よ う と し た 時 に は 、 リ リ ー フ
弁 １ ０ が 開 弁 し 、 放 熱 器 １ ０ １ の 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 が 異 常 上 昇 す る こ と が 回 避 さ れ る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 前 述 に 記 載 の リ リ ー フ 弁 １ ０ を 用 い た 冷 凍 サ イ ク ル 装
置 が 得 ら れ 、 こ れ に よ っ て 、 冷 凍 サ イ ク ル の 始 動 時 、 停 止 開 始 時 に お い て も ハ ン チ ン グ 現
象 に よ る 騒 音 が 発 生 せ ず 、 し か も 、 構 造 が 簡 単 で 、 弁 開 閉 動 作 の 信 頼 性 、 耐 久 性 に 優 れ た
冷 凍 サ イ ク ル 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ６ は 、 本 発 明 に よ る 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 用 の リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 の 実 施 例 の リ リ ー
フ 弁 の 弁 閉 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 、 図 ７ は 、 図 ６ の リ リ ー フ 弁 の 弁 開 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 、
図 ８ は 、 図 ６ の リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 を 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 に 適 用 し た 本 発 明 の 冷 凍 サ
イ ク ル 装 置 の 実 施 例 の 概 略 図 で あ る 。
な お 、 図 ６ お よ び 図 ７ に お い て 、 図 １ に 対 応 す る 部 分 （ リ リ ー フ 弁 部 分 ） は 、 図 １ に 付 し
た 参 照 番 号 と 同 一 の 番 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ６ お よ び 図 ７ に 示 し た よ う に 、 リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 ３ ０ は 、 弁 本 体 ３ １ を 備 え て
い る 。 弁 本 体 ３ １ は 、 入 口 継 手 １ ２ が 取 り 付 け ら れ た 入 口 ポ ー ト １ ３ と 、 出 口 継 手 １ ４ が
取 り 付 け ら れ た 出 口 ポ ー ト １ ５ と を 備 え て い る 。
ま た 、 弁 本 体 ３ １ の 入 口 ポ ー ト １ ３ と 出 口 ポ ー ト １ ５ と の 間 に は 、 ベ ロ ー ズ 収 容 弁 室 ３ ２
が 形 成 さ れ て お り 、 こ の ベ ロ ー ズ 収 容 弁 室 ３ ２ に は 、 弁 座 部 ４ ７ が 形 成 さ れ 、 こ の 弁 座 部
３ ９ に 、 高 圧 制 御 弁 ポ ー ト ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ベ ロ ー ズ 収 容 弁 室 ３ ２ に は 、 圧 力 ・ 温 度 感 応 手 段 と し て 、 例 え ば 、 使 用 冷 媒 と 同 じ 、 二 酸
化 炭 素 ガ ス を 封 入 さ れ た 密 閉 型 の 高 圧 制 御 用 ベ ロ ー ズ 装 置 ３ ４ が 配 置 さ れ て い る 。
高 圧 制 御 用 ベ ロ ー ズ 装 置 ３ ４ は 、 上 端 側 に 上 部 部 材 ３ ５ が 一 体 接 続 さ れ た ベ ロ ー ズ 本 体 ３
６ と 、 ベ ロ ー ズ 本 体 ３ ６ の 下 端 を 閉 じ る よ う に ベ ロ ー ズ 本 体 ３ ６ の 下 端 に 溶 接 さ れ た エ ン
ド 部 材 ３ ７ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 エ ン ド 部 材 ３ ７ に は 、 弁 ホ ル ダ ３ ８ が 固 定 さ れ て い る 。 ベ ロ ー ズ 内 部 に は 、 ベ ロ ー
ズ 本 体 ３ ６ の 上 端 と 弁 ホ ル ダ ３ ８ と の 間 に 、 補 助 ば ね ３ ９ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 弁
ホ ル ダ ３ ８ の 下 底 部 に は 、 高 圧 制 御 弁 ポ ー ト ３ ３ の 開 閉 と 開 度 設 定 を 行 う た め の ボ ー ル 弁
体 か ら 構 成 さ れ た 高 圧 制 御 弁 体 ４ ０ が 、 圧 入 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 エ ン ド 部 材 ３ ７ に は
、 エ ン ド 部 材 ３ ７ を 貫 通 す る 連 通 路 ４ １ が 形 成 さ れ て お り 、 ベ ロ ー ズ 収 容 弁 室 ３ ２ 内 の 連
通 性 が 確 保 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
一 方 、 上 部 部 材 ３ ５ に は 、 ベ ロ ー ズ 本 体 ３ ６ の 内 部 に お い て 、 弁 ホ ル ダ ３ ８ の 側 へ 延 設 さ
れ 、 圧 縮 方 向 の ス ト ッ パ を 兼 ね た ガ イ ド 管 部 ４ ２ が 備 え ら れ て い る 。 こ の ガ イ ド 管 部 ４ ２
は 、 弁 ホ ル ダ ３ ８ に 形 成 さ れ た ガ イ ド 孔 ４ ３ に 摺 動 可 能 に 嵌 合 さ れ て お り 、 ベ ロ ー ズ 本 体
３ ６ の 収 縮 の 際 に ガ イ ド の 機 能 を 果 た す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 上 部 部 材 ３ ５ に は ベ ロ ー ズ 本 体 ３ ６ の 内 部 に ガ ス を 封 入 す る た め に 、 ガ イ ド 管 部 ４
２ に 連 通 し て い る 封 入 ガ ス 管 ４ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
さ ら に 、 高 圧 制 御 用 ベ ロ ー ズ 装 置 ３ ４ で は 、 上 部 部 材 ３ ５ が 弁 本 体 ３ １ の 上 部 で ね じ 止 め
さ れ た ア ジ ャ ス ト ね じ 部 材 ４ ５ の 端 面 と 当 接 し て お り 、 ア ジ ャ ス ト ね じ 部 材 ４ ５ の ね じ 込
み 量 に 応 じ て 、 ベ ロ ー ズ 内 部 に 封 入 し た ガ ス の 密 度 を 所 定 の 設 定 値 に 調 整 で き る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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そ し て 、 弁 本 体 ３ １ の 一 部 に （ 下 方 に ） 、 リ リ ー フ 弁 の 弁 室 １ ６ 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト １ ７
、 弁 座 部 １ ８ が 形 成 さ れ 、 弁 室 １ ６ に 、 ス ト ッ パ 押 え 部 材 １ ９ と と も に 、 反 転 板 組 立 体 ２
０ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 こ の リ リ ー フ 弁 の 構 造 は 、 図 １ に 示 し た リ リ ー フ 弁 １ ０ と 同
一 構 造 に な っ て い る 。
弁 室 １ ６ は 、 弁 本 体 ３ １ に 形 成 さ れ た 内 部 通 路 ４ ６ を 介 し て ベ ロ ー ズ 収 容 弁 室 ３ ２ に 連 通
し て い る 。 ま た 、 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト １ ７ は 、 出 口 ポ ー ト １ ５ と 連 通 し 、 冷 媒 流 れ で 見 て 、
高 圧 制 御 弁 ポ ー ト ３ ３ と 並 列 と な る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
そ し て 、 リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 ３ ０ は 、 入 口 継 手 １ ２ が 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 放 熱 器 の
出 口 側 に 接 続 さ れ 、 出 口 継 手 １ ４ が 蒸 発 器 の 入 口 側 に 接 続 さ れ て 使 用 さ れ る 。 こ れ に よ り
、 リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 ３ ０ の 高 圧 制 御 用 ベ ロ ー ズ 装 置 ３ ４ は 、 放 熱 器 の 出 口 側 の 圧
力 ・ 温 度 に 感 応 し て 伸 縮 し 、 こ れ に 応 じ て 高 圧 制 御 弁 体 ４ ０ が 高 圧 制 御 弁 ポ ー ト ３ ３ の 開
閉 な ら び に 開 度 設 定 を 行 い 、 放 熱 器 と 蒸 発 器 と の 連 通 度 を 制 御 し て 放 熱 器 の 出 口 側 の 圧 力
制 御 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
す な わ ち 、 例 え ば 、 図 ８ に 示 し た よ う に 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 は 、 圧 縮 機 １ ０ ０ と 、 放 熱 器
（ ガ ス ク ー ラ ） １ ０ １ と 、 リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 ３ ０ と 、 蒸 発 器 １ ０ ３ と 、 ア キ ュ ー
ム レ ー タ １ ０ ４ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 こ れ ら が 冷 媒 通 路 （ 配 管 ） １ ０ ５ 、 １ ０ ６ 、 １
０ ７ 、 １ ０ ８ 、 １ ０ ９ に よ っ て 閉 ル ー プ 状 に 連 通 接 続 さ れ 、 こ の 閉 ル ー プ を 、 例 え ば 、 炭
酸 ガ ス （ Ｃ Ｏ ２ 　 ） 等 に よ る 冷 媒 が 循 環 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ れ に よ り 、 入 力 ポ ー ト １ ３ に は 、 放 熱 器 １ ０ １ の 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 が 及 ぼ さ れ 、 出 口 ポ
ー ト １ ５ に は 、 蒸 発 器 １ ０ ３ の 入 口 側 の 冷 媒 圧 力 を 及 ぼ さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て
、 リ リ ー フ 弁 １ ０ は 、 放 熱 器 １ ０ １ の 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 を 一 次 圧 力 、 蒸 発 器 １ ０ ３ の 入 口
側 の 冷 媒 圧 力 を 二 次 圧 力 と し て 及 ぼ さ れ て 動 作 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
従 っ て 、 こ れ に よ り 、 リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 ３ ０ の 高 圧 制 御 用 ベ ロ ー ズ 装 置 ３ ４ は 、
放 熱 器 １ ０ １ の 出 口 側 の 圧 力 ・ 温 度 に 感 応 し て 伸 縮 し 、 こ れ に 応 じ て 、 高 圧 制 御 弁 体 ４ ０
が 高 圧 制 御 弁 ポ ー ト ３ ３ の 開 閉 な ら び に 開 度 設 定 を 行 い 、 放 熱 器 １ ０ １ と 蒸 発 器 １ ０ ３ と
の 連 通 度 を 制 御 し て 放 熱 器 の 出 口 側 の 圧 力 制 御 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 上
述 の 実 施 例 と 同 様 に 、 放 熱 器 １ ０ １ の 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 が 異 常 上 昇 し よ う と し た 時 に は リ
リ ー フ 弁 １ ０ が 開 弁 し 、 放 熱 器 １ ０ １ の 出 口 側 の 冷 媒 圧 力 が 異 常 上 昇 す る こ と が 回 避 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 例
え ば 、 上 記 実 施 例 で は 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 に リ リ ー フ 弁 を 用 い た 例 を 示 し た が 、 そ の 他 の
流 体 を 用 い て 圧 力 を 制 御 す る 必 要 が あ る 装 置 に お い て も 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 を 適 用 す る こ
と が で き る な ど 本 発 明 の 目 的 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る リ リ ー フ 弁 に よ れ ば 、 反 転 板 が ス ロ ー ア ク シ ョ ン 式 に 反 転 動 作 す る ば ね 性 を
有 す る 反 転 板 で あ る の で 、 例 え ば 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 始 動 開 始 時 に お い て 、 流 体 圧 力 が
所 定 値 以 上 に 達 し て 弁 開 状 態 に な っ た 場 合 、 す ぐ に 弁 が 全 開 状 態 に な る の で は な く 、 流 体
圧 力 の 上 昇 に 応 じ て 弁 開 度 が 徐 々 に 上 昇 し て 、 流 体 圧 力 が 所 定 値 に 達 し た 際 に 、 弁 が 全 開
状 態 に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
従 っ て 、 こ の よ う な 弁 開 時 の 弁 開 度 が 小 さ く 、 す ぐ に 圧 力 が 低 下 す る こ と が な い の で 、 た
だ ち に 弁 閉 状 態 と な る こ と が な い 。
ま た 、 弁 開 状 態 か ら 弁 閉 状 態 に 移 行 す る 場 合 に も 、 弁 開 度 が 徐 々 に 低 下 す る の で 、 急 激 に
流 量 が 低 下 し て 圧 力 が 上 昇 す る こ と が な い の で 、 す ぐ に 弁 開 状 態 と な る こ と が な い 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
従 っ て 、 冷 凍 サ イ ク ル の 始 動 時 、 停 止 開 始 時 に お い て も 、 従 来 の ス ナ ッ プ ア ッ ク 形 式 の リ
リ ー フ 弁 の よ う に 、 ハ ン チ ン グ 現 象 に よ る 騒 音 が 発 生 せ ず 、 し か も 、 構 造 が 簡 単 で 、 弁 開
閉 動 作 の 信 頼 性 、 耐 久 性 に 優 れ て い る 。
ま た 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 に よ れ ば 、 前 述 し た よ う な リ リ ー フ 弁 と 高 圧 制
御 弁 と の コ ン パ ク ト な 複 合 弁 が 得 ら れ 、 し か も 、 冷 凍 サ イ ク ル の 始 動 時 、 停 止 開 始 時 に お
い て も ハ ン チ ン グ 現 象 に よ る 騒 音 が 発 生 せ ず 、 さ ら に 、 構 造 が 簡 単 で 、 弁 開 閉 動 作 の 信 頼
性 、 耐 久 性 に 優 れ た リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 に よ れ ば 、 前 述 に し た よ う な リ リ ー フ 弁 を 用 い た 冷 凍 サ
イ ク ル 装 置 が 得 ら れ 、 こ れ に よ っ て 、 冷 凍 サ イ ク ル の 始 動 時 、 停 止 開 始 時 に お い て も ハ ン
チ ン グ 現 象 に よ る 騒 音 が 発 生 せ ず 、 し か も 、 構 造 が 簡 単 で 、 弁 開 閉 動 作 の 信 頼 性 、 耐 久 性
に 優 れ た 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 本 発 明 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 に よ れ ば 、 前 述 し た よ う な リ リ ー フ 弁 と 高 圧 制 御 弁 と の
コ ン パ ク ト な 複 合 弁 を 用 い た コ ン パ ク ト な 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 が 得 ら れ 、 こ れ に よ っ て 、 冷
凍 サ イ ク ル の 始 動 時 、 停 止 開 始 時 に お い て も ハ ン チ ン グ 現 象 に よ る 騒 音 が 発 生 せ ず 、 し か
も 、 構 造 が 簡 単 で 、 弁 開 閉 動 作 の 信 頼 性 、 耐 久 性 に 優 れ た 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 を 提 供 す る こ
と が で き る な ど の 幾 多 の 顕 著 で 特 有 な 作 用 効 果 を 奏 す る 極 め て 優 れ た 発 明 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 の 実 施 例 の 弁 閉 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 の 実 施 例 の 弁 開 状 態 を 示 す 図 １ と 同 様 な 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 の 実 施 例 の 作 動 状 態 を 示 す 圧 力 と 流 量 の 関 係 を 示 す
グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 の 実 施 例 の 作 動 開 始 時 の 状 態 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 を 適 用 し た 本 発 明 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 実 施 例 の 概
略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 に よ る 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 用 の リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 の 実 施 例
の リ リ ー フ 弁 の 弁 閉 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ６ の リ リ ー フ 弁 の 弁 開 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 ６ の リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁 を 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 に 適 用 し た 本 発 明
の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 実 施 例 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 従 来 の リ リ ー フ 弁 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 本 発 明 の リ リ ー フ 弁 の 実 施 例 の 作 動 状 態 を 示 す 圧 力 と 流 量 の 関 係 を
示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 従 来 の リ リ ー フ 弁 の 実 施 例 の 作 動 開 始 時 の 状 態 を 示 す グ ラ フ で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 リ リ ー フ 弁
１ １ 　 　 　 弁 本 体
１ ２ 　 　 　 入 口 継 手
１ ３ 　 　 　 入 口 ポ ー ト
１ ４ 　 　 　 出 口 継 手
１ ５ 　 　 　 出 力 ポ ー ト
１ ６ 　 　 　 弁 室
１ ６ ａ 　 底 部
１ ７ 　 　 　 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト
１ ８ 　 　 　 弁 座 部
１ ８ ａ 　 弁 座
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１ ８ ｂ 　 切 頭 円 錐 形 部
１ ９ 　 　 　 ス ト ッ パ 押 え 部 材
２ ０ 　 　 　 反 転 板 組 立 体
２ １ 　 　 　 Ｏ リ ン グ
２ ２ 　 　 　 Ｏ リ ン グ
２ ３ 　 　 　 反 転 板
２ ４ 　 　 　 キ ャ ッ プ 部 材
２ ５ 　 　 　 ス ト ッ パ 部 材
２ ６ 　 　 　 内 部 通 路
３ ０ 　 　 　 リ リ ー フ 弁 付 き 高 圧 制 御 弁
３ １ 　 　 　 弁 本 体
３ ２ 　 　 　 ベ ロ ー ズ 収 容 弁 室
３ ３ 　 　 　 高 圧 制 御 弁 ポ ー ト
３ ４ 　 　 　 高 圧 制 御 用 ベ ロ ー ズ 装 置
３ ５ 　 　 　 上 部 部 材
３ ６ 　 　 　 ベ ロ ー ズ 本 体
３ ７ 　 　 　 エ ン ド 部 材
３ ８ 　 　 　 弁 ホ ル ダ
３ ９ 　 　 　 ス プ リ ン グ
４ ０ 　 　 　 高 圧 制 御 弁 体
４ １ 　 　 　 連 通 路
４ ２ 　 　 　 ガ イ ド 管 部
４ ３ 　 　 　 ガ イ ド 孔
４ ４ 　 　 　 封 入 ガ ス 管
４ ５ 　 　 　 ア ジ ャ ス ト ね じ 部 材
４ ６ 　 　 　 内 部 通 路
４ ７ 　 　 　 弁 座 部
１ ０ ０ 　 圧 縮 機
１ ０ １ 　 放 熱 器
１ ０ ２ 　 高 圧 制 御 弁
１ ０ ３ 　 蒸 発 器
１ ０ ４ 　 ア キ ュ ー ム レ ー タ
２ １ ０ 　 リ リ ー フ 弁
２ １ １ 　 弁 本 体
２ １ ７ 　 リ リ ー フ 弁 ポ ー ト
２ １ ８ 　 弁 座 部
２ ２ ３ 　 反 転 板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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